
第 2回運営指導委員会 

 

平成２７年度「スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール」 

第２回運営指導委員会報告会記録 

開催日時 平成２７年１２月２１日(水)１３：３０～１７：００ 

開催場所 実習棟 A棟 １F 機械コンピュータ室 

参加人数 ４５人 

内  容 (1)開会 

(2)学校長挨拶 

(3)出席者紹介 

(4)報告 

1)本年度の取組と来年度に向けて 

2)運営指導委員からの提言 

3)その他 

(5)その他 

(6)閉会    

 

 

質疑応答 

 質問 回答 

学

科

共

通 

・直接採用については直接やりとり

した方が確かなうえ，定着率が良

い。「どうしても農業がやりたい」

と強い決意あるほうがよい。 

（JA名取岩沼理事長 佐藤） 

→求人票が皆無に近い状況を打

開しなければならない。いい人材

とやる気ある生徒の育成に取り

組みたい。 

 

農

業

科 

生産物のブランド化を目指して海外輸出を展開する。 

・省力化に取り組んでいるのなら

ば，作業時間のピークの分散を視野

に取り組んではいかがか。 

（宮城大学 富樫） 

・前向きに取り組んでいる姿勢がと

ても良い。 

（JA名取岩沼理事長 佐藤） 

・輸出した米価が 100円は安くな

いか。 

→検討する。 

 

 

 

→継続していく。 

 

 

→海外ではリピーターの定着が

必要である。出来るだけ大勢に食

べてもらうのが狙い。 

 



園

芸

科 

スマート農業（三農連携：宮城県農業・園芸総合研究所，宮城県農業大

学校，本校）の導入による高品質な農産物生産・少労働力化を図る。 

・ハウスに限らず，絶対的にグロー

バル GAP の導入は今後必要であ

る。生産過程を可視化するのも重要

であり ICT をその点についても活

用するべき。（宮城大学 富樫） 

・NTT ドコモも支援してもらえる

ようなので，三農連携を実践した方

が良い。お金をかけずに農場のネッ

トワークを充実することも出来る。

（東北学院大学 岩本） 

・ICTを活用するならば，今以上に

地元の人とのつながりが大切にな

ってくる。クラウドにアクセス出

来，フェイスブックなどで交流する

ことも大切にするべき。（アーバン

スコップ代表 鈴木） 

 

→いずれグローバル GAPを視野

にしていけるよう継続研究を進

めていく。 

 

 

→今年度は連携までは出来なか

った。その反省を生かし，次年度

は共同研究出来るように進めた

い。 

 

→効果的な交流を図れるように

したい。 

 

生

活

科 

農村や伝統野菜の保護を目指す。 

・行事参加率でどれにも参加してい

ない生徒は何人ぐらいいるのか。ま

た，参加していないものにはどのよ

うなアプローチをしているのか。経

験で成長していくため，不参加生徒

との間に格差が生じているのでは

ないか。（宮城大学 中村） 

・土日の活動がメインだと評価はど

うなるのか？授業の中のどこで評

価しているか明確にした方か良い。

（東北学院大学 岩本） 

・参加率はとても高いと思う。維持

する苦労は大変だと思うが，継続し

て進めてもらいたい。 

（宮城大学 富樫） 

・就職はどこに？ 

→学年によって参加率には差は

あるが，参加率は平均して６５％

である。経験の差は生じるが，そ

の後の授業の中で当日の活動の

様子を写真等で情報共有を図っ

ている。 

 

→授業の延長で活動している。評

価の基本はあくまでも授業であ

る。 

 

→そのとおり進める。 

 

 

 

→生活科の特色を生かして，介



（アーバンスコップ代表鈴木） 護，調理・加工など。 

 

食

品

化

学

科 

６次産業化に対応し，食や農産物に対して正しい知識をもった人材の育

成。 

・コストについて５０円と１００円

の違いは。（農業大学校 真木） 

 

・アンケートの結果を分析する必要

がある。（宮城大学 中村） 

・あんで一番高価なのは 

（宮城大学 富樫） 

・人件費は入っているか。 

（JA名取岩沼理事長 佐藤） 

→アンケート結果から販売価格

が高いと出たため。釣り銭等の問

題もありこのようにした。 

→分析します。 

 

→ずんだ。 

 

→含まれていない。 

農

業

機

械

科 

 

再生可能エネルギーを活用した次世代型園芸施設の開発。 

・発電量を可視化しているか。たと

えば発電量の計算や生産されてい

る発電量を表示パネルで見えるよ

うにしてみてもいいのではないか。

（宮城大学 中村） 

・防災 BOXは災害時だけでなく，

日常で使用出来るとなお活用の幅

が広がると思う。（宮城大学 富樫） 

・出口の確保とは （農業大学校 

真木） 

→予算がかかるが，検討したい。 

 

 

 

 

→検討したい。 

 

 

→農業関連企業の就職が多いた

め，その中でも農業法人への希望

者がいれば進めて行く。 

②運営委員からの提言 

委員 提言内容 

富樫 
よく頑張っているのは理解出来た。農業関係に進みたいと思わせる取

組なので，継続してほしい。 

中村 

生産から販売まで活動範囲が広い。特に販売で得た情報を生産にフィ

ードバッグされることが必要。ICT データをしっかりと活用されるた

めに分析すると面白いことが出来そう。発展的に実践してほしい。 

岩本 生徒の発表が良かった。今後どうやってまとめるか大切になってくる。 

真木 
一生懸命取り組んでいると思うが，人事異動があっても，しっかりと

引き継がれることが大切。 

庄子 PDCAサイクルを意識してまとめに取り組む必要がある。今後，農地



集積バンクの活用に向けて，農林水産省より調査が入る。 

鈴木 

素晴らしい活動だけれども，農業をやっている人との接点も大切にし

てほしい。ああなりたいなど今後も見せる機会も必要。学科同士の接

点も必要「人」がキーワード。 

 


